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◆「寂名山」への目覚め
　僕は 1946 年に鎌倉で生まれ、中野区で育ちまし

た。中野区は街中だから、小さな頃は自然志向が強

く、山を一人歩きしたりするのが好きでした。

　登山というものを認識するようになったのは、忘

れもしない 1969 年 10 月 30 日。23 歳のとき、秩

父の熊倉山（1,427m）に、地図も食糧ももたず、

軽い気持ちで行ったんです。ところが沢沿いのルー

トを尾根に乗り換えなければならないところで道を

誤り、滝場であわや遭難という事態に陥りました。

なんとか下山したものの、これが悔しかったのなん

の。

　当時の記録には、なぜ自分が間違えたのか、今後

ミスしないためにはどうすればよかったのか、ぐる

ぐると悩んだ思考の跡が書き残されています。でも

これが、山をどうやって登るべきかという問いを僕

に与えてくれた。地形図と山登りへの開眼の瞬間で

した。

　社会人になってからは、会社の先輩とよく山に

行っていました。当時は横山厚夫さんの『登山読本』

などを学習テキストにして、勉強していましたね。

その先輩とは谷川岳東尾根や南ア鋸岳、北鎌尾根な

ど、いろいろな山へ行きましたよ。でも北鎌から穂

高へ下山したときに、途中で寄った山小屋の人の多

さに辟易しちゃった。僕は賑やかな山より、静かな

登山を楽しみたいんです。この時から、静かで人が

来ないけど良い山（＝「寂
じゃく

名
めい

山
ざん

」）への憧れが始まっ

ているのかな（笑）

　 そ の 意 味 で、

僕の山人生を決

定的に方向付け

た雑誌がありま

す。元は「渓流」

という誌名で出

版 さ れ て い た

「Fall Number」

と い う 雑 誌 で、

渓流釣り、沢の

遡行、雪渓歩き

など、あらゆるジャンルの山遊びのコツがまとめら

れた心躍る雑誌でした。この No.35（1985 年）で、

新潟・川
か わ ら

内の山を特集していたんです。この頃すで

に西上州仲間とも付き合いを深めていましたが、こ

れで僕は決定的に、アルプスやら有名ルートではな

く、知られざる名山の魅力に目覚めてしまった。

◆「西上州山仲間の集い」に参加
　1970 年代の終わり頃、登山ガイドブックや『行

く雲のごとく　高
たか

畑
はた

棟
むね

材
たか

伝』の著者である浅野孝一

さんとの出会いがあり、ご縁を深めました。ガイド

ブックの執筆をお手伝いさせてもらったりしてね。

浅野さんとは最初、「西上州の秘峰」とも言われる

帳
ちょう

付
づけ

山
やま

に行きましたよ。浅野さんを通じて、川崎

精
まさ

雄
お

さん、望月達夫さんらとも交流を深めたのです

が、彼らは西上州の山々が好きで、「四十過ぎたら

西上州だよ」なんて言われたものです。

　この集まりには二木久夫さん、神原俊作さんら
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登山の醍醐味は山を納得すること
 群馬県の西上州を中心とした薮山岩山の魅力を、周辺の立ち寄り処とともに楽しく紹介する新刊『続 薮岩魂　いつま
でもハイグレード・ハイキング』（山と渓谷社）が人気の山歩きライター・打田鍈一さん。本書をテーマに 20 年 12 月
の「山の読書会」にもお招きしたことがご縁となり、飯能の柏木山を歩きながらのインタビューが実現しました。打田
さんの “ 薮岩魂 “ のルーツはどこにあるのか、お聞きしました。

YOUTH
CLUB

柏木山の途中にある、新刊の表紙写真を
撮ったという岩。同じポーズで一枚！
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も加わって、1979 年 11 月、「西上州山仲間の集い」

が発足します。文字通り、西上州の山々を愛する人々

の集まりです。発足時の山行は７名で、僕の薮岩デ

ビューは、この時に南
なん

牧
もく

村
むら

の立岩・碧
みどり

岩に行ったこ

と。一緒に行った神原さんは、その後、僕の薮岩の

師匠のような存在になりました。「西上州山仲間の

集い」は、1990 年まではだいたい 1 年に一度のペー

スで集まり、小沢岳、桧
ひ

沢
さわ

岳
だけ

、道
どう

場
じょう

集落の奥の岩

峰（えぼし岩など）、二
ふた

子
ご

山
やま

北西稜などへ行きました。

最近は数年に一度のペースですが、今も集まりは続

いています。

　この会のメンバーの蓄積が出版という形で世に出

たことは、それま

であまり注目され

ていなかった西上

州というエリアに

とって、大きな出

来事だったかもし

れません。

◆本の刊行
　 ま ず 二 木 さ ん

が、現代旅行研究所という出版社から 1981 年に『西

上州の岩山藪山』という本を出版しました。現代旅

行研究所の代表をしていた野口冬人さんも「西上州

山仲間の集い」メンバーです。第３回の集い（1981

年開催）から参加した女性登山家の佐藤節
みさお

さんも、

『西上州の山と峠』（新ハイキング選書）を出版。僕

は 1979 年に初めて「山と渓谷」の「ワンデイハイク」

というコーナーで、まだ新人だった編集者の神長幹

雄さんに書かせてもらったのですが、それがきっか

けで執筆の仕事も増えてきて、1989 年に「山と高

原地図　西上州」を出すに至ります。彼らとの山行

活動が、書籍や地図というアウトプットとして蓄積

し、世に出ていったわけです。こうした「西上州山

仲間の集い」メンバーの活動が、西上州の山の魅力

を細く長く語り継いできたのかもしれません。

◆山をどう納得するか
　なぜ西上州にこだわるか、と時々聞かれます。理

由？　だって、面白いんです（笑）。岩と薮に満ち

た山がたくさんある。整備されていないから、その

分、山に真剣に向き合う。岩が剥がれないか、支点

の木はちゃんと生きているか、この踏み跡は先へ続

く踏み跡か。自分の五感を使って歩くということが、

登山を面白くするんです。そういう登り方ができる

のが、西上州です。

　『続 薮岩魂！』でもご紹介していますが、山形県

に摩
ま

耶
や

山
さん

という山があります。海側のルートと山側

のルートで極端に様子が異なる。僕はこの山を一度

では登りきることができず、２度に分けて登りまし

た。人によっては、ピークを踏んだ山になぜ２度も

　前っちの山と酒
「尾根越えて」という銘柄の酒がある。愛媛県の

南予地方、西予市城川町の中
なか

城
しろ

本
ほん

家
け

酒造が醸す
酒だ※。なんとも山ヤ好みな名前である。由来
を調べると、当地にあるお寺、龍澤寺（龍沢寺）
を詠んだ句『尾根越えて 尾根 のかたえ
の 花の寺』から頂いたとの こ と。 龍
澤寺はさぞ花が美しい寺 な の だ ろ
う。愛媛県は四国山地 より石鎚お
ろしと呼ばれる強風 が 吹 き、 冬
場は寒冷で酒造 りに適した気
候である。冷酒・ 常温・燗酒と
全てで美味し いが、私のお
す す め は 45 度 上 燗 だ。 燗
した酒を平 杯に注ぎ温度を
馴 染 ま せ 口 に 運 ぶ と 美 味
い。酸は ほぼ感じず、やさし
い旨味の のった味わいは食中
酒として も、酒単体でも満足
が い く。 南 予 には三百名山の三本杭
がある。また、四国百名山、四国百山もいくつ
かあり、足を延ばした際には「尾根越えて」を
呑み山談義で盛り上がっていただきたい（ネッ
ト販売もある )。　　　　　　（青年部・前川晋也）

※中城本家酒造（愛媛県西予市城川町）

角打ち
コーナー

引越しやその他の事情で登山道具が不要になった方は、YOUTH CLUB の共同装備に譲って
ください（使用可能なもの）。お申し出は本部事務局まで。折返し連絡いたします。お願い

打田さんの登山記録。小さなノートは
山行中のメモ用。下山したら大きなノー
トに清書
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いくのか、と思う人もいるでしょう。でも、僕の登

り方は「どうやってその山を納得するか」なんです。

納得できるまでは通いたい。

　この前、西上州のマムシ岳に登りました。その下

山の時に、下降する尾根を１本間違えたんです。こ

れがすごくすごく悔しい。だから、そのことをしっ

かり記録に残してあります。もう一度同じルートを

歩き、今度は予定のルートをきちんと下ってみよう、

と思っています。「○○山に登った」で終わりでは

なく、地形を把握しながらその山を味わうことがで

きたかが、僕にとっての登山の醍醐味でもあるので

す。

◆ユース世代へのメッセージ
　まず一つは、記録をしっかりつけること。記録は

登山者の財産です。僕が本を書けるのも、詳細な記

録をつけてきたからですよ（笑）。

　僕の記録の付け方は少し変わっていて、まず登山

中に小さなノートを持って、時刻ごとに気づいたこ

とをメモしていく。山の様子だったり、その時の感

慨であったり。概念図を書くこともあります。下山

したら、そのノートを基に大きなノートに清書す

るんです。昔は山で撮った写真の現像が上がるの

を待って、その写真を貼り付けながら清書ノートを

作っていきました。

　それと、きちんと歩き続けること。体が資本です

から、歩ける体をつくること。僕は鹿屋体育大学の

山本正嘉先生の登山理論に従って、毎月必ず、標高

差 3,000 メートル以上は歩くようにしています。体

力づくりもとにかく記録。下段の表のように、標高

差や時間のみではなく、平均登降スピードや消費エ

ネルギーも記録しています。

　山は誰かと競う必要はありません。ご自分なりに

山に向き合いながら、楽しんで登ってください。

（インタビュー　新井梓）

登り 下り 上昇 下降 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻

1月4日 天覧山 278 204 99 84 125 10:40 142 11:36 240 226 11:02 125 10:40 0:56 瑠美と天覧山のみ。背後から一周。

1月5日 柏木山・龍崖山 359 341 518 485 123 10:41 188 14:39 1102 320 12:02 101 10:47 3:57 下田、黛、小清水。永田大杉→美杉台ニュータウン

1月10日 天覧山・多峯主山 330 292 244 227 99 8:52 112 10:50 533 265 9:53 99 8:52 1:58 瑠美と。墓地、水道山尾根、蕨山。

1月21日 柏木山 304 296 275 258 98 11:41 112 13:46 571 275 12:24 96 11:43 2:04 瑠美と。谷登り赤根峠、百年楢下り。

1月29日 関八州見晴台 320 469 685 673 237 12:21 250 16:55 1324 773 14:20 212 16:24 4:34 単独。分埼のコース。西吾野から周回

1821 1727

2月2日 柏木山 272 305 297 310 109 10:14 133 12:54 695 11:03 12:53 2:40 須田夫妻を案内。Rも。赤根峠周回で楢尾根下り。

2月4日 龍崖山 446 447 352 349 146 12:19 163 14:03 561 263 13:38 132 13:23 1:43 Rと。私は駐車場から往復。Rは金蔵寺から車道戻り。

2月7日 天覧山・多峯主山 358 391 391 353 111 11:47 148 14:34 790 292 12:39 110 11:48 2:46 単独。多峯主山は蕨尾根周回後、川沿い下り。

2月20日 毛無岩 305 378 866 836 647 9:20 667 15:42 1780 1348 12:29 616 15:31 6:22 木村様ご案内。もう毛無岩はムリと悟った。足つりまくり

2月21日 星穴探勝路 239 388 710 913 663 8:54 136 8:54 1006 12:02 -19 15:23 24:00:00 計測ミス。石門巡りから4:21行動。これでもキツかった。

2月23日 柏木山 318 349 252 234 265 10:49 279 12:24 463 417 11:52 262 10:49 1:34 苅生、直登尾根、シダの道、山頂、バリ下り、直降。Rと

2月24日 柏木山 331 317 283 292 137 11:34 170 13:46 605 323 13:12 134 11:34 2:12 ジャン、柏木山、バリ下り、プリンセス、山頂、百楢。Rと

2月28日 芦ヶ久保二子山 372 413 682 645 287 11:15 318 15:23 1231 920 13:16 286 11:15 4:07 兵ノ沢コース往復。Rと。良い道、上部ロープ。

3833 3932

3月1日 蕨山 387 497 783 786 321 10:52 339 15:25 1387 1064 13:46 320 10:53 4:32 単独。ニセピークが多い。岩場２カ所。下りは半分以下。

3月6日 二子山アセビ尾根下降 346 336 702 700 294 9:43 296 15:11 1473 913 12:07 293 9:43 5:28 行動は46分マイナスで4:42。アセビ尾根は面白い。Rと

3月12日 吾妻耶山 231 330 616 607 836 7:49 845 13:50 1545 1349 10:54 836 7:49 6:00 山啓さんと。ハンパな雪で踏抜き多くアイゼンダンゴ。

3月15日 多峯主山 341 275 194 169 118 12:03 145 13:24 381 292 12:41 118 12:03 1:21 Rと。沢から水道山尾根、蕨尾根下降。

3月17日 阿須山中周回 237 174 110 96 111 10:25 132 11:49 334 220 11:00 111 10:25 1:23 Rと。ソーラー建設現場の山林を周回。見学と同コース。

3月21日 蕨山北東尾根 347 463 772 748 328 9:21 367 13:54 1372 1066 11:52 326 9:21 4:33 単独。北東尾根は植林でつまらない。下りは前回以上。

3月24日 多峯主山 259 229 194 179 102 8:26 115 10:36 541 268 9:28 102 8:26 2:10 Rと。蕨尾根～本郷入周回。小川勝一さんに会った。

3月25日 マムシ岳 338 364 762 736 811 9:07 840 14:43 1570 1414 13:02 807 9:08 5:36 関口、畠山。行くたび老化を強める。車道崩壊激！

3月計 4133 4021

4月3日 芦ヶ久保二子山 321 349 723 675 288 8:54 322 14:22 1515 900 11:41 288 8:54 5:28 Rと。富士浅間尾根往復。途中からＲは好調となる。

4月4日 柏木山 264 311 348 320 171 13:03 204 16:14 832 339 15:33 168 13:06 3:10 Ｒと。苅生→赤根→ジャン→楢→シダ→山頂→直降

4月10日 龍崖山 423 582 352 355 127 14:32 134 16:17 571 237 15:07 105 15:26 1:44 単独。公園下から周回。新緑がキレイだった。

4月14日 柏木山 353 455 294 290 126 14:05 139 15:43 504 299 14:49 124 14:06 1:38 単独。ジャン→シダ→P2→山頂→沢作業道→赤根直登→百楢

4月15日 武川岳 321 325 812 771 320 9:09 354 15:39 1736 1065 13:17 318 9:10 6:29 Rと。名郷→天狗岩→武川岳→妻坂峠→名郷。橋崩落通過。

4月17日 坊谷山 299 264 430 410 152 8:06 176 12:51 1199 352 11:29 151 8:06 4:45 Rと。塔の山→門前→山荘→神社分岐を加えて縦走。ピザへ。

4月19日 物見山 294 282 257 263 131 15:12 127 17:28 596 372 16:22 125 17:28 2:16 Rと。宿谷の滝から周回。北尾根には明瞭な道があった。

4月24日 柏木山 264 383 294 254 167 10:31 200 13:06 689 352 11:25 166 10:32 2:35 Rと。コロナで通行止めだらけだがここはOK。カモシカ直降で周回。

4月25日 龍崖山 374 373 365 347 120 11:34 138 14:05 722 233 13:40 105 13:07 2:30 Rと。公園下から周回。八耳堂でキジ。コロナで人出最高。

4月計 3875 3685

登り 下り 上昇 下降 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻

5月1日 柏木山 388 383 260 247 158 14:05 0:00 15:38 466 303 14:33 152 15:03 1:32 単独。苅生→山頂→ジャン→百楢→赤根峠→苅生。3人会った。

5月2日 さんたさん 296 271 274 280 166 11:20 185 13:47 647 303 11:55 164 11:21 2:27 Rと。苅生→4丁目→榎峠→さんたさん→バリ→苅生。初ルート

5月3日 大高谷山 262 223 286 286 174 12:51 192 15:57 743 344 15:07 157 13:00 3:06 Rと。苅生→薬師堂→東尾根→大高谷山→苅生上→苅生。

5月7日 飯盛山 345 333 674 664 329 9:49 348 14:30 1328 818 11:39 301 9:57 4:41 単独。柏木→飯盛峠→飯盛山→ブナ峠→藤原。ブナ峠道は廃絶。

5月7日 北川の岩場 394 542 100 100 270 14:40 275 15:12 169 374 15:01 270 14:40 0:32 5日に見た岩場を再訪、周回。

5月9日 次郎長尾根 309 239 351 339 155 9:32 192 13:02 897 317 11:56 155 9:32 3:30 Rと。苅生P→柏木山→榎峠→さんた、大政、小政、石松→ミス車道。

5月10日 柏木山 279 420 164 146 130 11:17 144 12:41 377 281 12:25 128 11:18 1:23 ココと。苅生Pから直登尾根往復。ココとの山は1年ぶり位。

5月11日 柏木山 305 311 297 300 166 13:22 166 16:00 771 309 14:00 166 16:00 2:40 Rと。苅生P→直登・西バリ→柏木山→百楢→ジャン→シダ→P。戸田さんに会う。　

5月17日 柏木山 328 304 252 256 160 10:47 165 12:38 512 295 11:09 147 11:48 1:51 Rと。苅生P→直登→柏木山→ジャン→百楢→赤根峠→P。鉄砲ぶちが大勢いた。

5月25日 柏木山 334 459 303 289 195 13:42 215 15:33 555 311 14:53 152 14:25 1:51 単独。茜トイレ→下降路→赤根峠→百楢→ジャン→柏木山→直降→峠→トイレ

5月29日 柏木山 312 541 273 255 188 15:58 195 17:32 480 299 16:58 145 16:31 1:34 単独。前回と同じだが、下降路への寄り道はなし。西久保さんに会った。

3234 3162

6月2日 龍崖山 504 508 328 329 142 11:49 156 13:15 493 244 12:15 120 12:27 1:25 単独。下P→龍崖山→八耳堂→金蔵寺→龍崖山→下P。解禁。3人会う。

6月6日 柏木山 498 392 249 239 149 13:42 159 14:58 403 311 14:28 147 13:43 1:15 単独。茜入口→百楢→赤根峠→苅生直登→柏木山→ジャン尾根→P。二人会う。

6月7日 柏木山 396 362 256 245 126 15:10 130 16:35 437 283 16:04 121 15:11 1:25 Rと。昨日と全く同じコース。Rは腰、ヒザが回復し快調。満車だが山頂で3人会う。

6月17日 柏木山 440 366 242 256 153 15:42 155 17:04 419 309 16:38 151 15:42 1:22 単独。前回と同じ。10日ぶりなので身体が少し重い。山頂で夫婦二人。

6月20日 龍崖山 460 553 321 327 144 16:34 146 17:55 471 239 17:00 116 17:14 1:21 単独。2日と同コース。登りで親子4人のみ。トレーニング効果はベター。

6月21日 メッツア外周コース 229 221 170 151 64 16:15 77 17:54 417 146 17:13 63 16:16 1:39 Rと。久々だが平坦でつまらぬ道。エネルギーは歩行時間なりか。

6月29日 柏木山 363 302 253 276 144 5:41 134 7:31 511 294 6:46 134 7:30 1:49 Rと。二子山のつもりが寝不足で変更。いつものコース。山頂おにぎり。

1819 1823 続薮執筆で山に行かれず。

7月2日 武甲山 353 464 750 760 507 8:00 502 12:46 1366 1248 10:47 502 12:45 4:45 単独。一の鳥居～武甲山～シラジクボ～一の鳥居。平日だが大勢いた。

7月12日 柏木山 265 240 237 245 145 8:49 149 12:01 773 305 10:59 141 8:54 3:11 YK取材。松本、田淵睦美。百楢→シダ→カモシカ→柏木山→ホタル谷

7月19日 龍崖山,多峯主山 413 483 507 516 134 15:53 129 18:33 844 253 17:05 88 17:39 2:39 単独。下P→龍崖山→八耳堂→御岳尾根→多峯主山→金蔵寺→龍崖山→下P

7月22日 龍崖山山頂往復 423 435 224 227 142 10:15 144 11:29 381 234 10:58 134 10:17 1:13 単独。下P→トイレ往復→龍崖山→下P。体調上がらず暑く、中途リタイア。

7月27日 龍崖山６の字 430 501 322 321 105 13:09 112 14:38 496 201 13:36 81 13:52 1:29 単独。八耳堂、金蔵寺と6の字周回。濡れてよく滑る。一人会った。

7月30日 龍崖山６の字 438 466 351 343 151 12:26 162 14:06 548 249 12:53 111 13:12 1:39 単独。前回に加え多峯主山ものつもりだが、吾妻峡は増水で渡れなかった。

2391 2412

8月2日 龍崖山、多峯主山 393 437 512 511 169 11:48 181 14:27 838 287 13:05 124 12:32 2:38 7月19日と同コース。ドレミファ橋は靴グショ。前回は深夜にオオムラガエリ。

8月3日 柏木山 284 311 278 254 161 11:19 175 13:23 567 321 12:47 159 11:20 2:03 Rと。百楢→赤根峠→シダ→富士見→柏木山→ジャン尾根。カモカフェに寄る。

8月6日 龍崖山、多峯主山 391 469 502 493 146 15:26 157 18:09 851 265 16:40 105 16:10 2:43 8月2日と同コース。ドレミファ橋はほぼ平水。多峯主山で男二人のみ。

8月16日 柏木山 429 335 237 250 134 15:23 130 16:49 427 280 16:18 128 16:48 1:26 単独。百楢→赤根峠→直登→ジャン尾根の８の字。山頂で常連二人。

8月24日 龍崖山、多峯主山 419 440 500 508 150 11:55 159 14:50 887 269 13:28 105 12:39 2:54 単独。8月6日と同コース。龍崖山で二人、多峯主山で10人位。木陰は涼しい

8月28日 柏木山 426 376 241 237 101 10:35 106 11:59 425 254 11:27 98 10:35 1:23 単独。小室診察の帰り。8月16と同じ。マムシ、カモシカ。４組8人会う。

8月29日 横瀬二子山 296 358 636 607 286 9:11 307 14:17 1348 846 12:07 284 9:11 5:06 Rと。兵ノ沢→雄岳→雌岳→冨士浅間尾根。沢道取材。猛暑で下山時42度。

2906 2860

登り 下り 上昇 下降 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻 高度 時刻

9月1日 柏木山 441 315 233 260 162 15:44 163 17:15 438 298 15:59 141 16:35 1:30 Rと。広場→柏木山→百楢→ジャン→赤根→広場。Rは快調。山頂で女性一人。

9月3日 龍崖山 477 527 313 313 144 15:54 143 17:21 488 235 16:20 116 16:41 1:27 単独。蒸し暑く、多峯主山へカットし6の字コース。不愉快な犬連れタバコ奴あり。

9月8日 龍崖山 361 427 346 343 108 12:42 117 14:52 640 205 14:14 69 13:48 2:09 単独。ロープなどカメラを除いたフル装備。多峯主山は増水で不能。中里氏と話。

9月11日 金峰山 228 248 622 623 2245 8:27 2245 15:41 1779 2469 11:56 2241 8:30 7:13 Rと。大弛峠から往復。実歩行5時間30分。けっこう疲れた。

備考

記録終了
月日 山名

平均登降スピード(ｍ／ｈ) 積算高度 記録開始 消費エネル

ギー(㎉)

最高高度 最低高度
所要時間 備考

記録終了 消費エネル

ギー(㎉)

最高高度 最低高度
所要時間月日 山名

平均登降スピード(ｍ／ｈ) 積算高度 記録開始

月日 山名
平均登降スピード(ｍ／ｈ) 積算高度 記録開始

備考
記録終了 消費エネル

ギー(㎉)

最高高度 最低高度
所要時間

■打田さんの体力づくりのための記録（ご本人提供）

備考

★付録　打田さんおすすめ！「西上州デビュー５ルート」★
　打田さんに、西上州のデビューにおすすめの５ルートを教えていただきました。行動時間、技術度などを総合的
に加味して、容易な順に記載してあります（ただし、天候等により難度は変化もしますので、きちんと下調べをし
てからお出かけください）。
１「笠丸山」新高畑橋 ( Ｐあり ) →地蔵峠→笠丸山のコル ( 西峰往復 ) →東峰→住

すま

居
い

附
づく

→新高畑橋
２「立岩」線ヶ滝 ( Ｐあり ) →直登ルート→立岩のコル→西立岩→威

い

怒
ぬ

牟
む

畿
き

不動→線ヶ滝
３「四ッ又山・鹿

かな

岳
たけ

」大久保→天狗峠→四ッ又山→マメガタ峠→鹿岳のコル ( 一ノ岳、二ノ岳往復 ) →下高原→大
久保 ( Ｐは下高原付近 )

４「シラケ山～烏帽子岳」天狗岩登山口 ( Ｐ ) →二股→ニリンソウのコル→天狗岩 ( 展望台往復 ) →カラマツの鞍
部→シラケ山→岩稜ルート→マル→烏帽子岳→マル巻道→横道→カラマツの鞍部→二股→天狗岩登山口

５「大山・天丸山」天丸橋 ( Ｐ ) →北尾根→大山→倉門山→天丸山→馬道のコル→馬道→社壇乗越→天丸橋
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　国木田独歩「武蔵野」に「元来日本人はこれまで

楢の類いの落葉林の美をあまり知らなかったようで

ある」とある。雪山は良く口にされるが、落葉の山

について語られることは少ない。ここに、冬の里山

の楽しみについて語ってみよう。

■地図とコンパスで里山探検

　この時期の楽しみの一番は地図とコンパスを片手

に里山探検である。落葉した山は尾根・谷の姿がよ

くわかる。いつもはひたすら登山道を歩き、展望の

良いところで絶景などと風情のない楽しみ方をして

いるが、この時期は地図に表される尾根の形や、谷

の形が見事に地図に表現されているのを観察するこ

とが出来る。地図の精緻さに改めて驚くとともに、

枝尾根・支流が複雑に山を構成している様に、たと

え通いなれたわが山であっても新しい発見がある。

下草も枯れているので、マイナーなコースも歩きや

すい。

■登山道にとらわれない里山

　里山であれば、登山道にとらわれず、「今日はこの

尾根をたどって頂に出てみよう」なんてことも出来

る。特に雪国の里山ではスキーを活用してあっちの

尾根・こっちの谷と縦横無尽に駆け巡ることも出来

る。冬の里山通いは登山本来の未知の探求につなが

る素晴らしい山行といえるだろう。

　この里山通いに欠かせない地図であるが、ぜひ地

理院地図（電子国土 Web）の活用をお勧めする。赤

色立体図をレイヤリングさせて、尾根・谷をはっき

りとさせた拡大した地図をすぐ作成できるからであ

る。オリジナル地図を片手に未知を求めて冬の里山

に繰り出そう！　　　　　　　　　　　　 （東 秀訓）

連載6里山を楽しもう

東さんの東さんの乱学塾乱学塾

冬の里山歩きの楽しみ


